
       

 

 

 

 

 

１～14  東京民医連「手遅れ死亡事例」記者会見資料 

15～24  中央社保協第８回運営委員会報告 

25    介護をよくする東京の会第１回事務局会議報告 

26～27  消費税廃止東京各界連絡会事務局報告 

28    消費税いま上げるべきではない 5.24中央集会チラシ 

29～34  都民連第４回世話人会報告 

35    新生存権裁判東京第３回口頭弁論告知チラシ 

36～37  オリパラ都民連第 57回運営委員会報告 

38    国保料（税）の 2019年度と 2018年度の比較（暫定値） 

39    子どもの国保料（税）の 2019年度 2018年度の比較（暫定値） 

40～48  都議会予算特別委員会 和泉なおみ都議の代表総括質疑（国保関

連部分） 

49    5.22社保協国会行動タイムテーブル 

 



2018 1 12

2019 4 10
(

Tel 03 5978 2741

1Ver.2

• 2018 1 1 12 31
•

15 114
(

•
2

1



2005

10 1

3

2
0

4
1 1

3
1

3

4

5 6

10

0
2
4
6
8
10
12
14

2013 2014 2015 2016 2017 2018

4

2



(7 )

, 9 , 69%

, 4 , 31%

5

10 77
3

0 1 2 3 4 5

40 44
45 49
50 54
55 59
60 64
65 69
70 74
75 79
80
90

6

3



10 77 (

, 2

, 5, 2

, 1

,2

7

10

6 18

, 6 , 46%

(
18 ,
3 , 23%

18
, 2 ,

15%

, 1
, 8%

, 1 , 8%

8

4



2
1 1

(

), 1 , 8%

, 6 , 46%

1
8

9

, 1 ,
6%

, 6 , 38%

, 5
, 31%

, 1 ,
6%

, 3 , 19%

10

5



, 4 ,
57%

, 1 , 15%

, 1
, 14%

, 1 ,
14%

11

• 2
• 4 1
•

2 1
• 7 4
•

1 2
• 1
• 1

12

6



, 5 ,
39%

, 6 , 46%

, 2
,15

13

6 3

, 5 ,
46%

5 , 2 ,
18%

6 8 , 1 ,
9%

9 11 , 1 ,
9%

15 , 1
, 9%

, 1 , 9%

14

7



5

7

1

0

1

2

3

4

5

6

7

8

15

, 8 ,
62%

, 5 ,
38%

16

8



11

0

2

4

6

8

10

12

17

0

1

2

3

4

5

6

7

8

18

9



1
1
1
1
1
2
1
2
1
11

19

10 9
75

2018

D

20

10



60

60 90

20 15 8
4

21

60

4
2

2017

2018 4
1

22

11



SOS

SOS

23

24

12



2017 23
4777

25

26

13



44 77

2019

27

26 45

6 4

• 54
17

• 18
2

28

14



1 

 

２０１８年度中央社保協第８回運営委員会  

 

２０１９年４月３日（水）１３時半～ 日本医療労働会館会議室 

 

【出席確認】 

○代表委員 

  住江（保団連）  山田（民医連）  岩橋（全労連） 

寺川（東京） 井上(大阪) 

○運営委員 

 白沢（障全協） 山元（新婦人） 中山（全商連） 西野（全生連）  

吉川（農民連） 民谷（福祉保育労） 山田（全教）   （建交労）

  田島（年金者組合）瀧川（医労連）  上所（保団連） 梅津（共産党）

    （国公労連） 佐賀（自治労連） 岡田（医療福祉生協連） 

沢野（北海道） 高橋（宮城） 川嶋（埼玉） 藤田（千葉） 

窪田、相川（東京） 根本（神奈川） 寺越(石川) 小松（愛知） 

寺内（大阪） 楠藤（徳島） 西村(福岡)  

○事務局  

山口、 是枝 

工藤（保団連） 山本、堀岡（民医連） 大西（全労連） 

 

※全教の運営委員が阿部さんから山田さんに交代 

※東京社保協の運営委員が相川さんから窪田さんに交代 

 

【情勢の特徴】 

 

(１)２０１９年度予算 

２０１９年度予算が２７日、参

院本会議で自民、公明などの賛成

多数で可決、成立しました。日本

共産党、立憲民主党、国民民主党

などは反対しました。１０月の消

費税１０％増税を前提とし、米国

製兵器の“爆買い”によって、暮

らしと平和を壊す亡国予算です。

 一般会計総額が１０１兆４５

７１億円と過去最大。社会保障費

の自然増分など、国民の命と暮ら

しに関わる予算を削減しながら、

軍事費は５年連続で過去最高を

更新しています。 

 

 世論調査では８割を超える国

民が「景気回復の実感なし」と答

えています。(赤旗 ３月２８日) 
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(２)いっせい地方選挙スタート 

 知事選、政令市長選をはじめ、いっせい地方選挙がスタートしました。 

 大阪は、維新の党利党略のダブル選挙となり、「都構想ストップ、維新政

治を終わらせる」の一点で、自民党をはじめ各政党が知事、市長候補を自主

的に支援する立場で奮闘しています。 

 北海道では知事選で野党共闘が成立。札幌市長選でも市民と野党の共闘で

たたかわれています。 

 神奈川では自公主導の知事候補に、「9条の会」や市民運動出身の候補者

が対決し、幅広いひとたちと力を合わせ、一体に選挙がたたかわれています。

 論戦の特徴としては、消費税や国民健康保険の問題が、メディアでＢＳフ

ジ、日刊スポーツなど、「くらしに希望を」という形で報道が出てきていま

す。消費税増税実施まで、地方選、参院選の二回の審判がありますが、政府

自身も景気悪化の可能性を認めざるを得ない状況となっています。 

  

【報告事項】 

 ３月  ２日(土)  大阪社保協総会 

     ４日(月)  きかんし打ち合わせ 

     ５日(火)  近畿ブロック会議 

           東京土建・代表者会議会場打ち合わせ 

     ６日(水)  国会行動 

     ７日(木)  代表者会議等準備、資料印刷 

９日(土)  中央社保協代表者会議、学習会、60周年レセプション 

    １１日(月)  北信越ブロック会議 

    １２日(火)  ２５条共同行動実行委員会事務局会議 

    １３日(水)  四国ブロック会議 

    １４日(木)  社会保障拡充「４」の日宣伝 

           １２時から１３時まで巣鴨駅前で行いました。 

署名の際の対話。 

「消費税が１０％になると生活できない」 

「税金の使い方が無駄が多すぎると思う」 

「ぜひ署名したい。消費税も社会保障も大事」 

「国保料は高い。協会けんぽにきりかえた」 

「もっと訴えの回数を増やしてほしい」 

◆参加者  ２９人（中央８ 東京２１） 

◆参加団体 全労連、保団連、全商連、年金者組合、高 

齢期運動連絡会、東京土建、東京民医連、東京地評、中 

央・東京社保協事務局 (順不同) 

◆署名数  ５３筆(社会保障拡充) 

                 １７筆(消費税中止)  計７０筆 

◆配布ティッシュ ２６００個 

    １５日(金)  厚生労働省レクチャー(別紙) 
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    １６日(土)  社保学校現地実行委員会(石川) 

    １７日(日)  福岡県民医連ジャンボリー消費税学習会 

    ２０日(水)  国会行動 

           １０月消費税１０％ストップネットワーク署名提出国 

会行動 

◆参加 ２４０人 

◆署名提出 １５万４千筆 

全生連生活実態調査中間報告集会 

    ２２日(金)   ２５条共同行動実行委員会 

    ２４日(日)  東京社保協第４９回総会 

            ※学習講演 芝田英昭教授 

    ２５日(月)  ２５条共同行動実行委員会２５日宣伝行動 

           １２時から１３時まで御茶ノ水駅前で行いました 

◆参加者 ２３人 

◆参加団体 全労連、福祉保育労、民医連、全生連、い 

のちの砦裁判全国アクション、同原告、中央社保協 

◆署名数 １１筆(社会保障拡充) 

           ◆配布ティッシュ ７００個 

           全労連社保闘争本部 

 ２７日(水) 東京弁護士会人権擁護委員会「滞納・差押問題」研修会 

２９日(金) 後期高齢者医療費定額負担原則２割化に反対する行動 

打ち合わせ 

     ３０日(土) 福祉国家構想研究会連続講座(第１回) 

           (渡辺治先生レジメ抜粋参照) 

 ４月 １日（月）消費税１０％ストップ いっせい宣伝行動 

      ３日(水) 第８回運営委員会 

           介護・障害者部会 

           国保部会 

           定例国会行動             

  ※マイナンバーの政策動向の分析やたたかいの方向についての検討が必要 

 

【協議事項】 

(１)全国代表者会議・学習講演・６０周年レセプションについて 

   日時 ２０１９年３月９日(土) １０時半～ 

   場所 けんせつプラザ東京５階ホール 

内容 代表者会議発言２１人(９団体１２社保協) 

参加者 代表者会議７７(団体２０ 県社保協５０ 学習講演７) 

        ※不参加県 福島、茨城、栃木、富山、福井、岐阜、三 

重、島根、岡山、広島、香川、愛媛、高知、佐賀、長崎、 

熊本、宮崎、沖縄 １７県 

17



4 

 

 

           前年 ６２(団体２３ 県社保協３９)  

           ※不参加県 青森、秋田、福島、茨城、栃木、新潟、富 

山、福井、岐阜、三重、滋賀、奈良、島根、岡山、広島、 

香川、愛媛、高知、福岡、佐賀、長崎、熊本、宮崎、 

鹿児島 ２４県 

レセプション１１６(来賓３８ 団体３８ 県社保協４０)  

講演  井口克郎神戸大学准教授 

          演題「医療・介護保障の抑制・後退政策と対抗軸～日 

本における健康権の普及と確立を～」 

      ６０周年記念レセプション 

          文化行事⇒和太鼓(荒馬座) 

          乾杯・来賓あいさつ⇒堀元事務局長、 

高橋衆議院議員、 

本田先生 

          歓談 

          スライド上映 

 (感想・意見) 

○ 学習会やレセプションもある中で、代表者会議での出席者からの討

論・発言時間が不足していたのではないか。 

○ 学習会では健康権など世界的な動向を学んだが、国際条約などにもと

づく日本の女性の運動への取り組みも求められる。 

 

(２)当面するたたかい～代表者会議基調報告の具体化 

①全国総会(８月３日)を結節点に、中央団体・県社保協の結集を高め、２０１９

年秋のたたかいを基礎に次の大きなうねりをつくる。 

ア、総会議案、組織拡大方針案論議などを通じて、中央団体、都道府県社保協

の意見集約、意思統一を基礎に 

イ、いのちまもる集会実行委員会等との意思一致を深め、秋のたたかいからそ 

の後の来春に向けて社会保障拡充大運動へのうねりへつなげる 

 ※社保協としても今後の運動・たたかいのイメージを持ちつつ、特に医労 

連をはじめとした医療関係団体との議論、合意形成に努力する。 

 ※イメージ：今秋の取り組みに向けて集会だけにこだわらない統一的な運 

   動の一致点をつくりだし、１１月以降につなげるよう検討する 

 (案) 

  ・中央・在京・関西圏等を中心に学習交流の場を検討 

・１０２５共同行動のような「エールの交換」は最低ラインとして継 

続させ、１０－１１月あたりを社会保障強化月間として、さまざまな   

行動を集約し、〇万人行動として打ち出す 
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②総会議案作成 

スケジュール 

４月代表委員会(4月下旬)⇒素案 

５月運営委員会(5/8)、 

代表委員会(5月下旬) 

   ６月運営委員会(6/5) 

※全ブロック会議での意見集約を行う 

  現在、６／１０北海道東北、６／１１四国、６／１２近畿、 

６／１７北信越、が設定されている。 

６／１８～２１で九沖、東海を提案・調整中 

関東甲(6月予定)、中国は日程検討中 

代表委員会(6月下旬) 

7月運営委員会(7/3) 

※加盟団体へ議案送付(7月中旬) 

総会前代表委員会(7月下旬)で確定 

③組織拡大強化方針案の論議～組織財政検討委員会 

 目標…「討議案」として議論を呼びかける⇒議論の期間の目標設定が必

要 

 委員会論議のテンポ… 

    5月 第 1回組織財政委員会開催で準備する 

    6月 6/5運営委員会⇒全ブロック会議  第 2回目の設定？ 

    7月 第 3回目の設定？ 

 6月ブロック会議での意見集約はポイントとなる 

④中央団体、労組へのオルグ・懇談を進める 

加盟組織の労働組合、団体へ懇談、要請をすすめる 

総会への参加要請、社保学校参加要請、社保誌購読要請、介護電話相談等 

の呼びかけなど。５－６月に要請行動の検討が必要か。 

⑤新 25条署名のリニューアル→８月３日予定の全国総会での提案目指す 

 ４月の代表委員会で素案を提案、引き続き議論を行い、署名のリニュー

アルを協議して行くことを確認した。 

 出された主な意見の要旨 

 25条をテーマでは大きすぎる感がある。署名推進には具体的な内容

の方がいいのではないか。 

 課題ごとの署名の方が集めやすいが、署名集約数は 25条署名もあま

りそん色ない。 

 取組む期日を決めて行うという目標を定めにくい。 

 自組織全体は 3千万署名に重点が置かれて 25条署名が後景になって

いる実状がある。 

しかし今後は 25条の「健康で文化的な最低限度の生活」ということ

がみんなの関心テーマになっていくと思う。地方自治の本題でもある。 
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 課題ごとの署名に「25条」に関する統一項目を入れる方法はどうか。 

 25条をどう社会の課題にしていくのか、運動を広げて行く中で署名

を位置付けて取り組む必要がある。方法論では、インタビューなど動

画で発信する工夫なども必要。 

 やり続けることが大事だ。 

 署名のスタート集会を実施するなど、運動の「仕掛け」も重要。 

国民的な運動へ発展させたい。 

 

（３）介護障害者部会～別紙参照 

① ２０１９年「介護・認知症なんでも無料電話相談」へ向けて 

 日程：2019年 11月 11日(月)で決定 

 目標：参加県社保協 30県、相談件数 300件 

 取組：マスコミへ広報の要請とともに、社保協加盟団体、県社保協内

部での広報を強化していく。 

※初めて取組む県社保協ための「マニュアル」作成を検討している 

② 2019年介護全国学習交流集会 

 集会概要…4月 24日(水)集会実行委員会にてさらに具体化 

開催日時：11月 10日（日）時間帯は未定 

場所：全労連会館 

メイン講師：岡崎裕司先生(佛教大学) 

③ 介護保険制度改善、本来の介護制度のあり方等について「提言」(仮)作成

に向けての議論開始 

 6月部会や運営委員会で「論点整理」を議論する。 

そして 9月～10月頃に関係団体と介護の実態についての「意見交換

会」を開催する方向での議論を行う。 

 中央社保協総会(8/3)では「議論の経過報告」を行う。 

 

(４)国保部会～別紙資料、全商連提言等参照   

当面する国保運動についての検討（案） 

 ①高すぎる国保料の問題が地方選挙、参議院選挙の中で、争点に押し上げ、風 

を吹かせることが重要。 

②共産党、全商連が「提言」を出し、国保の構造的な問題をはじめ、国保料引

き下げ、１兆円の国庫負担要求、応能負担原則の徹底、ルールある滞納・差押

処分等、要求がより明らかになってきている。 

③医療費抑制のための国保の都道府県への財政移行であることをさらに鮮明に

し、自治体に国保料決定の権限があることを強調する。 

④地域医療崩壊へつながる国の責任放棄、自治体への丸投げ政策の中心的な位

置づけとして国保の都道府県単位化があり、地域医療を守り充実させる運動の

中での国保の位置づけを高める。 

⑤日本医労連、自治労連等とともに進める地域医療を守る運動全国交流集会へ
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の地域からの参加と企画面での協力、結集を強める。 

 同時に、日本医労連の地域医療対策委員会(仮)と共同する。 

⑥滞納処分対策全国会議等との共同を強め、シンポジウム（今年は茨城・水戸

市）やホットライン相談活動についても実施、検討する。 

 ア、滞納・差押対策処分全国会議総会及び滞納シンポ・自治体申し入れ 

  日程・６月２日(日)シンポジウム １４時～１７時(予定) 

３日(月)申し入れ行動（茨城県徴収機構）  

  場所・「いこいの村涸沼」多目的ホール 

     〒311-1401 茨城県鉾田市箕輪 3604 

※茨城県滞納処分対策会議と共同して開催 

   内容・２日(日) 学習講演 

講師 野洲市納税推進課 牧課長 

           現地報告・事例報告 

           被害報告（被害者本人） 

           滞納処分対策全国会議報告 

      ３日(月) １０時 茨城県滞納整理機構申し入れ 

           ※９時４５分に茨城県庁玄関に集合 

  イ、滞納・差押ホットラインの検討 

   東京社保協が８月２５日(日)で実施 

  ウ、滞納差押バンフ(Ａ４ ３２ページ予定)発行 

  エ、宮城県多賀城市の「滞納」の取り組みについて訪問(河北新報参照) 

   ※宮城県社保協、地元社保協から参加 

    宮城県多賀城市役所には生活困窮者を支援する民間団体のスタッフが 

常駐、多重債務者には関係各課がチームを組んで対処するとの報道あり、 

市当局訪問、懇談を計画。 

 

 ※６～７月に、２０１９年度国保料(税)の実態について全国調査を計画する 

 ※全日本民医連が都道府県に国保アンケート、ならびにアンケート結果に基づ

く記者会見を呼びかけています。(長崎民医連第一次報告参照) 

各社保協も共同し、アンケート結果等の学習、要請、相談活動へ活用しまし

ょう。 

 ※全商連の国保提言に基づく学習会が各地で計画されている模様です。地域で、

共同し取り組みを強めましょう。 

 

(５)消費税１０％増税阻止のたたかいと署名の取り扱いについて 

 ①消費税１０％増税ネットワーク賛同の拡大 

結成したネットワーク～北海道／岩手／秋田／宮城・七ヶ浜・多賀城・塩釜 

／墨田・足立・豊島・渋谷・板橋・立川／神奈川／前橋／静岡／京都・丹後・ 

右京・中京／滋賀／岡山／長崎・島原半島(島原、雲仙、南島原) 

結成準備中～山形／新潟／戸田・飯能・さいたま東・深谷／愛知／兵庫／鹿 
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児島(３月１９日時点)。 

②ネットワークが提起する消費税１０％増税反対署名に共同し、署名データを

発信、ネットワークの宣伝行動等に共同し、結集します。 

③社保協として、「消費税１０％中止」の学習会、宣伝行動等を企画し、地域で

の共同を広げます。 

  ※４月１日の全国一斉宣伝行動 

   ５月１７日(金) １７時～１８時 渋谷駅頭 

   ５月２４日(金) １３時 全国集会・パレート 日比谷野外音楽堂 

   6月１２日(水) 署名提出行動(第二次) 

 

(６) 第１９８通常国会と定例国会行動等について 

 第１９８通常国会の定例国会行動（国民大運動実行委、安保破棄中央実行委と

の３者共同）に、これまで通り隔週水曜日に取り組むと同時に、署名提出行動等

を共同し、総がかり行動実行委等が計画する国会行動に共同します。 

 

①定例国会行動について 

 ４月３日、１７日（社保協行動提起 山口）、５月１５日、２９日（社保協行

動提起 山口）、６月１２日（社保協主催者あいさつ 住江先生） 

②中央社保協国会行動 

５月２２日（水） 署名（２５条署名、介護署名、後期高齢者医療費定額負担 

原則２割化に反対署名）共同提出行動 

          ※全労連、民医連、日本高齢期運動連絡会、東京社保協等 

と共同して開催 

          会場～衆議院第１議員会館Ｂ1階・多目的会議室もしくは、 

参議院議員会館講堂 

          内容(予定) 

９：４５ 入館証渡し 

１０：３０ 学習＆報告会 

１２：００ 署名提出集会 

１３：００ 昼食休憩をはさんで国会議員要請行動 

１５：００ 終了予定 

        

（７）年金リニューアル署名の取り組み(別紙署名案参照) 

 年金者組合、全労連、中央社保協 3者で協議中。 

 「3.3万円」の根拠となる「趣旨」を前文に入れ提案を行っていく。 

 

(８) いのちのとりで裁判のとりくみ 

①厚生労働省の「物価偽装」による生活保護基準引き下げの撤回を求める研 

究者共同声明(別紙参照) 
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②いのちのとりで裁判全国アクション第２回原告交流合宿(チラシ参照) 

  日時 ６月８日(土) １４時 ～９日(日) １１時半 

  場所 メルパルク大阪 

  参加費 １８０００円(一泊２食・懇親会費用含む) 

 

(９)第４７回中央社保学校（石川）について 

 北陸３県社保協による第５回現地実行委員会が３月１６日に開催。 

① 2019年 8月 29日（木）13:00～17:00 ：石川県教育会館 大ホール    

 小森陽一さん、井上英夫さんの講演(お二人確定)、会場からの質疑・

論などの大まかな流れについて確認した。進め方などはさらに協議し

ていく。 

② 8月 30日(金) 

 (午前)9:30～12:00 金沢商工会館 

基礎講座・5分科会について確認した。 

 (午後)13:30～16:30 教育会館ホール 

    貧困問題シンポジウム 

福井・石川・富山 3県で貧困問題に取り組んでいる団体にパネラ 

ーを要請、貧困克服の方向について意見交換。 

③ 8月 31日(土) 9:30～12:00 教育会館ホール 

 「市民公開講座」…現地実行委員会企画 

   ※消費税１０％ストップネットワーク呼びかけ人の斎藤貴男さんに決定 

         

（１０）当面の宣伝行動 

 ①社会保障拡充「４」の日宣伝行動 

 ・日時 ５月１４日(火) １２時～１３時 

     ※１１時～１２時は、介護の宣伝署名行動が同じ場所で行われる。 

 ・場所 巣鴨駅前 

     ※４月１４日（日）は、中止。 

※以下 毎月１４日に開催を基本 

   

②消費税廃止各界連「消費税１０％中止」宣伝、 

  消費税１０％ストップネットワーク宣伝など 

   ５月１７日(金) １７時～１８時 渋谷駅 

   ５月２４日(金) １３時 全国集会・パレート 日比谷野外音楽堂 

   ６月１２日(水) 署名提出行動(第二次) 

③毎月２５日を基本に、「２５日行動」をいのちのとりで全国アクション、年金

者組合等と共同して計画 
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（１１）その他 

①団体報告(略) 

 

②今後の主な日程 

 ４月  ７日（日）いっせい地方選挙投票日 

     ８日(月) 九州・沖縄ブロック会議 

     ９日(火) 社会保障誌編集委員会 

    １１日(木) ２５条共同行動実行委員会事務局会議 

    １７日(水) 定例国会行動 

    ２２日(月) 国民医療集会実行委員会 

    ２６日(金) 東海ブロック会議 

 ５月  １日(水) メーデー 

     ３日(金) 憲法集会 

     ８日(水) 運営委員会、国保部会 

    １０日(金) 介護政策事務局チーム会議〔大阪〕 

    １１日(土) 中央社保学校現地実行委員会〔金沢〕 

    １４日(火) 巣鴨宣伝 〔11時～介護、12時～社会保障充実〕 

    １７日(金) 全労連社保闘争本部会議 

          消費税ネット・渋谷駅頭宣伝 

    ２２日(水) 署名提出行動(25条、介護、後期高齢の 3署名) 

    ２４日(金) 消費税１０％ストップネットワーク全国集会・パレート 

日比谷野外音楽堂 

 ６月  ２日(日) 滞納・差押対策処分全国会議総会及び滞納・差押シンポ 

３日(月) 同・自治体申し入れ 

５日(水) 運営委員会、介護・障害者部会 

 

③運営委員会・部会の今後の日程   

5月８日(水) 10時 30分～12時 30分  国保部会 

13時 30分～17時     運営委員会 

会場：日本医療労働会館 2階 

         ※委員に交代に伴う「歓送迎会」を行います。 

  6月 5日(水) 10時 30分～12時 30分   介護・障害者部会 

         13時 30分～17時     運営委員会 

会場：日本医療労働会館 2階 

 

以上 
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「介護をよくする東京の会」第 10 期 第 1 回事務局会議報告 

日時：2019 年 2 月 14 日（木）14：0０～ 会場：東京自治労連会議室 

出席：久保（地評）、寺田（医労連）、及川（民医連）、相川（社保協）、森永（全国ヘルパー） 

西銘（医労連）横田（福保労）、芝宮（年金者組合）、杉山（東京自治労連）下線欠席 

＜報告事項＞ 

1、第 13 回事務局会議報告を確認した。 

2、情勢報告 

 ＜略＞ 

３、各団体等の報告 

民医連）3/20 に国会行動（署名提出）を実施。今後、5/13 に巣鴨駅で介護宣伝を実施 

予定。 

 医労連）5/22～5/23 で特定最賃中央行動実施予定（厚労省・国会）5/24 介護アクシ 

ョンうぃ上野駅で実施予定。6/29 学習会（技術・情勢など） 

 自治労連）3/9 に大会実施。2019 年予算分析発行。 

４、協議事項 

1）介護交流集会・総会の会計報告を確認した。 

2）今後の取り組みについて検討した。 

今後の体制、総会方針の具体化、介護交流集会の検討、ニュース発行など。 

3）今後の日程を確認した。 

5 月 14 日（火）  巣鴨駅宣伝 12 時～ 13 時 巣鴨駅 

6 月 14 日（金）        〃 

         

次回日程：4 月 26 日（金）15：0０～ 自治労連会議室 
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4 月度事務局団体会議・報告 
2019 年 4 月 4 日                    消費税廃止東京各界連絡会 

 情勢など 

 予算成立、安倍政権はあくまで１０月増税強行の構えくずさず。一斉地方選挙・参議院選

挙で増税勢力を追い詰める運動が求められる。 

 東京都議会、消費税「消費税増税中止の意見書をあげる」請願不採択 

 小金井市 国に対し「消費税増税の中止を求める意見をあげる」陳情、小金井・国分寺・

国立民主商工会が提出。13(賛成)対 10(反対)で陳情を採択、都内初。 

 

一 大塚駅・宣伝行動 
4 月 4 日  5 団体  9 人参加  署名 5 名 弁士４人  

 

二 この間の取りくみ 

3 月 25 日 キャラバン宣伝（弁士等は別紙） 

 3 駅頭 70 名、署名 169 人分、ティッシュ 1000 個配布、弁士 14 人 

 業者、消費者、労働者、女性、医療、政党など様々な立場から消費税増税反対の訴えが

され、アピールができた。署名・ティッシュの受け取りも反応がよかった。地元の参加も

組織され、地域に根ざした団体や政党などからの訴えも効果的であった。 

 ２月の経験も生かして時間わりなども余裕を持って組むことができた。 

 

三 消費税増税中止ネットワーク全国集会 

５月２４日（金）13：00 日比谷野外音楽堂 集会後銀座デモ 

東京各界連として趣旨に賛同し、成功に向けて取り組むことを確認しました。 

 開催地東京として東京土建（１００人）、東商連（１００人）、その他の民主団体など（1

００人）合計３００人目標で取り組みます。 

 

    

四 次回の宣伝・署名行動、事務局団体会議等 

1、事務局団体会議  ・・・  5 月 14 日（火） 10 時 00 分 ～ 10 時 45 分 

           場所：労働会館  4 階           

2、定例宣伝（巣鴨駅）・・・   5 月 14 日（火）12 時 00 分～12 時 45 分  

東京社保協の定例宣伝と合同で行います。（弁士・なくす会・自治労連・東商連） 

 

 

五 その他 各団体の状況など 

 ６月７日（金）午前・午後 第３弾キャラバン宣伝を行ないます。（足立・北千住→北区・

赤羽→板橋・大山ハッピーロード）場所は予定。 
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東京地評宣伝カー 

 地域ストップネットが結成されている所を重点に商店街、駅前などで署名宣伝行動を行

ないます。宣伝の行程表は後日ご連絡いたします。各団体から地元組織に働きかけていた

だき、弁士や宣伝参加者の組織をお願いいたします。 
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2018～2019年度 都民連第４回世話人会議 まとめ 

日時 ２０１９年４月５日（金）１３：３０～１５：００ 

会場 東京地評会議室 

 

【出席確認（順不同、敬称略。）】  組織 人 

大内（東商連）、佐久間（新婦人都本部）、黒坂（東京自治労連）、芝宮（年金者組合都本

部）、三上（都生連）、國米（福祉保育労東京）、市川（臨海都民連）、平間（都教組）、

松本（東京民医連）、田村（東京土建）、大住（自由法曹団東京）、皆内（東京母親大会

連絡会）、萩原・小林（新日本スポーツ連盟都連）、岸本（東京平和委員会）、 

白滝・阿久津・鎌田・菊池（東京地評）、 

オブザーバー：會澤（革新都政の会）、相川（東京社保協）、佐田（障都連） 13 組織

17 人 

 

Ⅰ．特別報告 

テーマ「第 1回定例会の振り返り・総括」 

講師 曽根はじめさん（日本共産党東京都議団 団長） 

※第 1 回定例会の異常な都議会運営・進行をはじめ、予算審議の特徴と今後の課題に

ついてご報告いただきました。 

 

Ⅱ．報告事項 

１、経過報告（２月８日～４月４日。再掲したものもあります） 

（１）２０１９年東京都議会第１回定例会（１定） 

2 月 20 日（水）12：15～12：45、東京都庁第 1 本庁舎歩道にて実施しました。参加

者は 250 人。荻原淳東京地評議長による開会あいさつ後、4 団体から決意表明がなされ

ました（建設労働者からの訴え（東京土建賃金対策部長・小坂剛氏）、高齢者の医療費負

担問題（東京高齢期運動事務局長・菅谷正見氏）、小池知事は公約を守って！食の安全を

確保できる卸売市場を守ろう（新婦人都本部食と環境部長・岡林奈緒子氏、児童虐待を

再び繰り返させないために（保護者からのメッセージ代読。新婦人都本部会長・佐久間

千絵氏）、晴海選手村土地投げ売り問題・オリンピック経費問題（臨海都民連事務局長・

市川隆夫氏）。都議会会派から、星見てい子都議（日本共産党）があいさつし、都議会に

むけた課題と決意を発言されました。主催は、東京地評、都民連、東京社保協。 

 

（２）都民要求実現全都連絡会（都民連）  

（世話人会議）2 月 8 日（金）13：00 より、東京労働会館・地下中会議室にて 15 組織

17 人の出席のもと開催し、第 1 回都議会定例会（2/20）の準備を中心に開催しました。 

（2019年度東京都予算案学習会）2 月 8 日（金）13：30 より、東京労働会館・地下中会議

室にて 25 人の参加のもと開催しました。曽根はじめ都議（日本共産党都議団）と氏家祥

夫氏を講師に予算案の特徴と評価を聞き、各団体からの意見、感想を交わしました。主

催は都民連、革新都政の会。 
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（３）都民生活要求大行動実行委員会（都民生活）  

 

（４）２０２０オリンピック・パラリンピック問題 

 2020 オリンピック・パラリンピックや、晴海選手土地投げ売り問題について、JOC、

IOC に要請行動を行っています。 

 

・（2020 オリンピック・パラリンピックを考える都民の会 ICO 要請） 

 11 月 21 日（水）、オリパラ都民の会から IOC に対し、大会開催時期の変更や暑さ対

策を求める要請行動を行いました。 

・（2020 オリンピック・パラリンピックを考える都民の会 JOC 要請） 

 3 月 8 日（金）、オリパラ都民の会から IOC に対し、大会招致にめぐる贈賄疑惑解明

を求める要請行動を行いました。 

・（オリパラ都民の会 運営委員会） 

 12 月 18 日（火）13：30 より、東京地評 5Ｆ会議室にて、7 団体 9 人の参加で開催し

ました。IOC との面談（12/4）の総括を行いました。面談は、IOC からはロックスバー

グ氏、ピエール・デュクレイ氏（競技大会副ディレクター）の出席のもと行われ、大会

開催時期の変更や暑さ対策などを要請しています。今後、JOC や東京都とも、再度懇談

を行い、開催時期の変更や暑さ対策などについて要請を実施する予定です。 

 

3 月 22 日（月）、東京地評応接室にて運営委員会を開催しました。晴海選手村土地投

げ売り問題で、IOC に要請行動を行う予定です。7/27 シンポジウムの開催などについて

検討、協議しました。 

 

（５）豊洲新市場への築地移転問題 

（築地市場パレード実行委員会） 

・（実行委員会）2 月 25 日（月）13：00 より全国一般東京合同一般労組内で開催され、

3/23 報告集会の開催計画を協議、確認しました。この 3/23 豊洲報告集会は、築地市場が

豊洲移転して以降の取り組みと浮上している問題点を報告し、築地市場が育んできた、

都民や消費者、業者にとって安心できる卸売市場を守っていく運動をひきつづき続けて

いくことを確認しあうための集会です。 

・（豊洲報告集会）3 月 23 日（土）12：30 より豊洲市場管理棟・講堂で開催され、130

人が参加しました。築地移転反対の運動は終えるものの、築地市場が育んできた、都民

や消費者、業者にとって安心できる卸売市場を守っていく運動をひきつづき続けていく

ことを確認しあいました。 

 

（６）都立病院問題 

 

（７）各種行動や集会など 

①社会保障・福祉関係 

 

②首長選挙 
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（１）台東区長選挙 

3 月 17 日（日）投開票で行われた台東区長選挙で、小高あきらさんは 14,783 票（得

票率 22・8％）を獲得。当選は服部征夫さん（現職 2 期目。47,332 票）。 

 

（８）都政・都議会、都民の生活をめぐる動き（別冊資料を参照してください） 

※この間取り組んできた課題（築地・豊洲、横田・オスプレイ、2020 オリパラ、都立病

院）を中心に資料を構成します。 

 

※※以下は今後の都議会・都政の動きについてのメモです。 

①水道関連の監理団体（半官半民・第 3 セクター）２社の経営統合計画あり。経営統合

を呼び水として水道事業の民営化計画が出される危険性。注視必要。 

②２０２０オリパラ後、都オリパラ本部など関係機関・部門に派遣している都職員を引

き上げる必要あり。今年度、局の再編計画を検討する。具体的には福祉保健局などが挙

げられている模様。都民生活、雇用などに悪影響が及ばぬよう、注視が必要。 

③２定～４定にむけた都議会の動き 

（総務委員会）３定～４定にむけて、犯罪被害者等を支援する条例案が出される見込み。

制定を求める陳情が全会一致で採択されたことを受けた動き。 

（経済港湾委員会）２定にむけて、卸売市場条例の改悪か。18 年卸売市場法の改悪で、

旧法にあった直荷引きの禁止規定などが削除された。これに準じた条例改定か。 

（警察・消防委員会）２定にむけて、暴力団排除条例改定の予定。暴力団にみかじめ料

を支払った者への直罰規定を入れる。 

 

２、各団体の取り組みの交流 

・晴海選手村裁判は次回 5/16 予定。 

・オリパラ関係の要請をしても招致委員会は解散したため資料がないの一点張り。経費

総額 3 兆円超、うち 1 兆円が都負担、その内訳内実が不明朗なまま事態が進んでいる。

6/15施設問題でのバスツアー、7/15シンポジウムを計画。指定管理者制度化の体育施設、

利益優先の運営の改善が必要、使いづらい問題、都へ要望を進める。 

・都が横田基地問題対応に若干積極化している。パラ降下訓練無通告を続ける米軍。全

国知事会意見書に基づき地位協定見直しを求める自治体が増えている。基地残土処理問

題、有害物質の拡散懸念、木更津への自衛隊特殊作戦部隊設置など懸念多い。 

・足立区戸籍窓口裁判で原告請求は棄却されたが窓口事務の委託の困難性を認定する内

容であり、その点は画期的であった。豊島区の偽装請負が告発され、改善にむけて進み

つつあり、足立裁判の影響と見ている。 

・中小企業振興条例の設置は評価しているが、1 月発表の振興計画はベンチャー偏重な

ど問題が多い。稼げるところをいかに伸ばすかという視点で貫かれている。制度融資の

削減も問題。これを原資にベンチャー育成か。調査を進めていく 

・国際基準に即したバリアフリー化を求めていく。既存のところにもどう広げていくか、

最低でも 2 ルート化など自由に乗り降りができる交通機関の実現を。JR では 30 分も待

たされるケースもある。 
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・都政酷書作成に入っている。都知事選にむけて都民生活上の課題を共有していきたい。

交通アクセスの不便さは健常者についても共有できる課題。街をウォッチしていく取り

組みが重要になっている。 

・母親全国大会は 8/24〜8/25 に開催予定。ビキニ被災から 65 年、女性差別撤廃条約採

択から 40 年の記念年の集会となる。東京母親は 12/15、なかのゼロホールでの開催を確

定。 

・教員の欠員問題、昨年は 4 月時点で 200 人にのぼっていたが、今年は聞かれない。定

数を上回る合格者を確保した影響とも言われている。働き方改革に注目が集まっている

が、具体的方途は示されない。時短ハラスメントと言われるような実情、さいたま市変

形労働時間制の試行との情報もあり注視していきたい。教師の長時間過密労働は子ども

の長時間過密の学びであり問題直結する。働き方改革と称して ICT 産業などへの税金流

入する傾向がある。 

・総会を開催。都立病院民営化反対の立場からの意見書や憲法関係のリーフを活用して

ほしい。今後も新たな課題についても意見書などを用意していく。 
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Ⅲ．協議事項 

１．２０１９年度東京都議会第２回定例会（２定）開会日行動の計画 

（１）２定の日程 

開会（本会議） 6月 4日（火曜日） 

代表質問  6月 11日（火曜日） 

一般質問  6月 12日（水曜日） 

閉会（本会議） 6月 19日（水曜日） 

 

※３定＝9/3（火）開会、代表質問 9/9（月）、一般質問 9/10（火）、閉会 9/18（水） 

※※第 2回臨時会＝10/21（月）、即位の礼に伴う臨時会。 

 

（２）都議会開会日行動 

開会日に実施する行動です。以下のとおり実施することを提案します。 

日時 6月 4日（火曜日）12：15～12：45 

場所 東京都庁第１本庁舎前歩道 

主催 都民連、東京社保協、東京地評 

 

（３）行動内容の検討 

・宣伝カー  東京土建 

・司 会  新婦人都本部（以降、東京社保協→東京母親→東京地評） 

・主催者挨拶  東京地評 

・団体決意表明 各４分、計２０分間 

テーマ・団体を自薦他薦でいただきたいです。いただいた意見をもとに 5/24

までに決定します。決定については事務局に一任をお願いします。 

 

・会派ごあいさつ 開会日確定（5/28）後、各会派に参加要請します。 

・個人請願書   4/30までに修正意見を受付けます。確定後、事前配信と

印刷した個人請願用紙の配布を進めます。２定も 1000 人を目指します。ご協力

ください。 

・シュプレヒコール  前回行動のものを活用します。修正意見は 5/24まで受付。 

シュプレヒコーラー：東京自治労連にお願いします。 

 

２．都民連主催・共催の学習会の計画について 

 

（１）2019 年度東京都予算学習会 

3 月 28 日に閉会した東京都議会で 2019 年度東京都予算が成立しました。その特徴

と問題点を学び、次々年度 2020 年度予算要求運動を進める（6～7 月に要望・懇談を

実施する必要）に際しての観点をつかむための学習会です。東京自治労連が毎年発行

している 『2019 年度 東京都の予算分析』（2019 年 3 月、東京自治労連）をテキス

トにしながら、予算および小池都政が目指す東京の将来像について批判的に理解し、

運動に必要な課題を学びます。都民運動担当者、政策担当者に積極的に参加していた
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だきたいです。 

 

 日時 4 月 24 日（水）18：30～20：30 

 会場 ラパスホール 

 講師 東京自治労連役員ほか 

 主催 東京地評、革新都政の会、都民連、東京自治労連による共催 

 

※都民連は共催団体として参加し、会場費や講師代を負担します（最大５万程度）。ご承

認をお願いします。 

 

（２）東京の水道事業民営化問題 

 18年水道法改悪に伴い、大都市の水道事業の民営化が狙われています。具体的な計画

が出される前に、学習を積み重ね、都民・利用者（事業者を含む）の権利と利益を守る

立場から民営化を許さない世論を広げていく必要があります。都民連の主催で第 1 回目

の学習会を設け、問題の所在を把握し、認識を共有する出発点とします。 

 

 日時 6 月上旬の平日の日中ないし夜間（2 時間程度） 

 会場 東京労働会館内 

 対象 都民連に参加する団体の専従者や政策担当者を中心に 50 人規模 

内容 DVD 視聴後、水道事業に詳しい自治体関係者からお話を聞きます。 

 主催 都民連（関係団体に共催をよびかけます） 

 

※都民連は共催団体として参加し、会場費や講師代を負担します（最大５万程度）。ご承

認をお願いします。 

 

 

【次回の日程】 

６月２４日（月）午後３時以降、もしくは２８日で再調整します。 

※月初の金曜日、月曜日での設定を定例化できるように努めています。 

 以 上 
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２０１９年３月２２日 

 

第５７回２０２０オリンピック・パラリンピックを考える都民の会運営委員会報告 

                                   東京労働会館６階応接室 

 

出席＝曾澤立示(革新都政の会)、市川隆夫(臨海都民連)、小林良雄（新建）、椎橋みさ子（東京自治労連） 

末延渥史（個人）、和食昭夫、宮内泰明、萩原純一(スポーツ連盟) 

 

１ この間のオリパラ都民の会活動とオリパラの動き 

   2/19 土地投げ売り住民訴訟第５回口頭弁論 

   3/ 5 シンポジウム「ジャーナリストから見た土地投げ売り疑惑」   

   3/ 8 ＪＯＣに招致をめぐる贈賄疑惑解明の申し入れ（和食、曾澤、市川、宮内、萩原） 

   3/19  ＩＯＣ竹田会長辞任表明 

   3/22  土地投げ売り問題のＩＯＣへの書簡送信 

   5/16  第６回口頭弁論 

 ●土地価格を巡って、原告が不動産鑑定書を提出して、１３００億円も、都民の財産が損害を被って 

いることに対して、被告は、「オリンピックの選手村要因を考慮」というが、まったく不透明。 

被告が、不動産研究所の報告書に記載の数字を非開示のままでは、前には進まない状況。 

 ●口頭弁論は、傍聴席が満席になり、入場できない人が２０人も出るほどだった。 

 ●都知事選挙の争点になる。 

 ●3/5のシンポジウムは、８２名が参加。 

 ●４大新聞が、そろってオリンピックのスポンサーになっていることから、選手村の問題を取り上げ 

ないのは問題だ。姿勢を正すように新聞協会に申し入れをする必要がある。 

 ●次回第６回口頭弁論は、これまでより大きな法廷にするように、要請をしている。   

 

２ 贈賄疑惑に関する今後の対応と今後の都民の会からの問題提起 

  ＊都知事、組織委員会、スポーツ庁への申し入れについては、要請書の内容の検討が必要。 

＊改めて、対応を決める。 

  ＊ＩＯＣ調整委員会に合わせて、ＩＯＣと懇談の要請。 

  ＊都議会特別委員会での疑惑解明の動き、選手村土地投げ売りに関する動き？ 

  ＊バリアフリー化の促進（施設周辺とどまらない、全面的な展開を求める） 

＊大会の大義が全く見えないオリパラ 

  ＊大会後のスポーツ環境を向上させる運動 

 ●竹田会長が、６月の任期を経て退任する意向。それまでの間に、空白が起きるなど批判が出ている。 

 ●会長の退任で、贈賄疑惑の責任を一人に押し付けて、ＪＯＣへのマイナスの影響が出ないことを目 

論んでいるが、真実を究明するように今後も声を上げえていかなければならない。 

 ●小池知事、森喜朗会長、鈴木大地長官への要請文は、文言を変更する必要がある？ 

 ●７月２７日（土）に、大会の１年前の時点におけるシンポジウムを開催することとし、まず、会場 

確保を優先して行う。 

 ●文教区民センター、南大塚ホール、豊洲文化センター、江東区産業会館などに打診する。 

●バスツアーを臨海都民連と共同で実施します。（５/２５、６/１、６/8のいずれか）  

 

３ 研究会シンポジウム「東京の都市開発とスポーツ環境整備－２０２東京オリパラに向けて」 

＊スポーツ連盟のスポーツ科学研究所とオリパラ都民の会の共催の確認 

＊岩見良太郎さん、萩原純一 
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  ＊３月２３日（土）としま南池袋ミーティングルーム 

  ＊都民の会からも参加を募る。 

 ●臨海部の巨大都市開発構想に沿って進行している。それに五輪を利用するという関係になっている。 

 ●大会の総経費、３兆１１１１億円に。 

 ●オリンピックの大義は、どこに。 

 ●オリパラ都民の会から、末延さん、椎橋さん、氏家さんが参加されたした。 

 

４ その他 

  ＊オリパラ都民の会２０１９年度分の分担金の納入のお願い。 

  （英文翻訳と通訳の依頼をしたため、新たに経費が発生しています。） 

 ●２０１９年度の会費の納入をお願い致します。 

 

 

次回オリパラ都民の会運営委員会 

２０１９年４月２６日（金）１０時００分より 東京労働会館 ４Ｆ 東京自治労連会議室    
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所得に
占める
割合
（％）

国保料
（税）
年額
（円）

所得に
占める
割合
（％）

国保料
（税）
年額
（円）

所得
に占
める割
合
（％）

国保料
（税）
年額
（円）

所得
に占
める
割合
（％）

国保料
（税）
年額
（円）

千代田　 17.13 455,532 17.26 459,231 -3,699 町田　 14.92 396,939 14.40 383,083 13,856
中央　 18.40 489,543 18.13 482,180 7,363 小金井　 15.40 409,680 15.41 409,855 -175
港　 18.42 490,009 18.23 484,976 5,033 小平　 14.42 383,663 14.42 383,663 0
新宿　 18.79 499,795 18.64 495,927 3,868 日野　 13.88 369,260 12.97 345,080 24,180
文京　 18.57 493,970 18.36 488,471 5,499 東村山　 15.72 418,135 15.72 418,135 0
台東　 18.86 501,659 18.66 496,393 5,266 国分寺　 13.67 363,682 13.02 346,207 17,475
墨田　 18.73 498,164 18.59 494,529 3,635 国立　 13.35 355,195 13.35 355,195 0
江東　 18.81 500,261 18.57 493,830 6,431 福生　 13.80 366,955 13.80 366,955 0
品川　 18.66 496,300 18.52 492,665 3,635 狛江　 14.09 374,908 14.09 374,908 0
目黒　 18.51 492,339 18.33 487,539 4,800 東大和　 15.53 412,996 14.72 391,579 21,417
大田　 18.96 504,455 18.77 499,189 5,266 清瀬　 14.43 383,739 14.43 383,739 0
世田谷　 18.88 502,125 18.67 496,626 5,499 東久留米　 15.39 409,382 15.31 407,285 2,097
渋谷　 18.61 494,902 18.42 490,102 4,800 武蔵村山　 15.02 399,407 14.66 389,879 9,528
中野　 18.66 496,317 18.59 494,587 1,730 多摩　 13.93 370,450 13.53 359,994 10,456
杉並　 18.89 502,591 18.76 498,956 3,635 稲城　 13.58 361,299 13.58 361,299 0
豊島　 18.86 501,659 18.74 498,490 3,169 羽村　 14.44 384,150 14.44 384,150 0
北　 18.56 493,737 18.37 488,704 5,033 あきる野　 13.01 346,194 12.83 341,394 4,800
荒川　 18.65 496,067 18.59 494,529 1,538 西東京　 14.45 384,409 14.45 384,409 0
板橋　 18.79 499,795 18.66 496,393 3,402 瑞穂町 12.75 339,196
練馬　 18.75 498,863 18.61 494,995 3,868 日の出町 13.55 360,402
足立　 18.82 500,494 18.60 494,762 5,732 檜原村 11.19 297,760
葛飾　 18.96 504,222 18.60 494,762 9,460 奥多摩町 13.86 368,545
江戸川　 19.44 517,043 18.81 500,255 16,788 大島町 13.01 346,050
八王子　 15.68 417,020 14.71 391,370 25,650 利島村 10.88 289,528
立川　 16.88 449,083 16.47 438,124 10,959 新島村 10.02 266,610
武蔵野　 12.97 344,930 12.97 344,930 0 神津島村 11.50 306,004
三鷹　 13.35 355,000 13.35 355,000 0 三宅村 15.49 412,094 15.49 412,094 0
青梅　 14.20 377,595 14.20 377,595 0 御蔵島村 8.60 228,798
府中　 12.01 319,398 11.77 313,202 6,196 八丈町 12.23 325,215
昭島　 15.32 407,515 15.32 407,515 0 青ヶ島村 14.01 372,640
調布　 13.50 359,221 13.50 359,221 0 小笠原村 14.84 394,744

本人負担分（2019年4月から）

2019年度試算額と2018年度比較（暫定値）

２０１９年度 ２０１８年度 ２０１９年度 2018年度

増減額
（円）

増減額
（円）

試算条件：４人世帯。年齢と収入は以下の通り
①世帯主40歳代・給与収入４００万円（所得266万円）、②妻40歳代・専業主婦、③子ども2人、④固定
資産税5万円

年額23万7252円協会けんぽの場合、同条件で
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◆中央社保協国会行動スケジュール案 

署名（２５条署名、介護署名、後期高齢二割負担反対署名）提出行動院内集会 

スケジュール案 

 

 ・日時 ５月２２日(水) １０時半～１５時(予定) 

 ・場所 参議院議員会館講堂 

 ・主催 中央社保協、東京社保協、全労連、民医連、高齢期運動連絡会 

 ・内容 １０時開場  入館証渡し(社保協)  

            進行(社保協) 

１０：３０  開会(高齢期運動連絡会) 

１０：４０  学習講演 

「消費税増税ストップと医療改悪(仮)」 

講師 本田宏先生 

     １１：４０  質疑 

５０  講演終了 休憩 

１２：００  署名提出行動 進行(社保協) 

            国会議員あいさつ(随時挨拶) 

            署名提出 

             ※３団体からそれぞれ提出者を 

            参加者発言(東京社保協、高齢期運動連絡会、全労連、 

民医連など)  

議員要請行動説明(民医連) 

             ※各団体、社保協ごとにそれそれで要請 

１３：００  閉会(全労連) 

※昼食をはさんで、国会議員要請行動 

※行動報告書を提出して流れ解散 

 議員会館ごとに人を配置し報告書を受け取る 

  衆議院第一議員会館(社保協) 

第二議員会館(民医連) 

               参議院議員会館(全労連) 

１５：００  終了予定 

 

 ◆提出行動への参加について、国会議員回りを１５日(水)の定例国会行動日に 

計画予定。 
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